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○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協働
し、問題解決して
いく意欲や、予測
困難な未来社会
を切り拓いていく
ために重要な創
造力や課題解決
力、情報活用能
力を育成します。

・公開授業等における先生方の取組を見ると細かいところまで
目を配り真剣に取り組んでいる様子が見える。
・児童がタブレットを活用して授業で学んでいるが、先生方が
児童に対する進捗状況を把握しながら取り組んでいる様子が
見える。
・非常に高く評価します。
・３つのコンピテンシーが６年間でしっかりと児童の中に根付い
たら、この先の社会生活の中で、力強く生き抜く力が発揮され
大活躍する姿が目に浮かびます。
・「イノベーションシート」も継続して実施してほしいと思います。
・毎年、素晴らしい学校経営計画を立てられているので、もっと
年間通してアピールしても良いと思います。
・こどもたちが自発的に考え、発信をし、またタブレットを使いこ
なしていることに感動しました。
・「おおたの未来づくり」で大量でいろいろな情報を自ら取捨選
択し、他と共有しそこからさらに自分たちの形につくりあげてい
く様子が見られとても勉強になりました。
・「おおたの未来づくり」でせせらぎ公園、せせらぎ館での活動
など、机上でできない体験から多くの学びが得られていると感
じます。
・本校のICT活用教育は、他校と比較しても先進的で完成度・
習熟度も高いと評価しています。若手の先生方にもしっかりと
引き継いでほしいと思います。
・こどもたちの柔軟な考えで未来づくりを想像したり、協働した
りすることでこどもにとっても大人にとっても新しい発見があり
そうです。また、自身の行動や意識を思い返してみることは近
い将来やこれからにも行かせると思います。

・外国語教育についてはこれからも授業外等で英語に親しむ
機会を継続して進めて、英語力が向上するように指導していた
だきたい。
・「おおたの未来づくり」は、科目を横断して多面的な学びがで
きることが素晴らしく、時間数もかけているので児童の心にも
残り、非常に良いと思う。
・英語（外国語）を身近に接することで、興味が深まるのでとて
もよい取組だと思います。地域学習、校外学習も「おおたの未
来づくり」に大いに効果的であると思います。
・本校の取組が他校と比べても相対的に地域資源を積極的に
活用していることが保護者に伝わりきっていないのではない
か。しっかり取り組んでいると思うので、保護者の理解を得る
にはどうすればよいか考えていくべきと思う。
・こどもたちが興味をもって楽しく取り組んでいると思います。

【児童評価】
・協働することで考えが
深まる。86%

【保護者評価】
・教員は、こどもたちの
様子をつかみ、よさを
認め、正しい判断がで
きるよう指導している。
80%
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①新教科「おおたの未来づくり」に
おいて、教科等横断的な視点で授
業デザインして取り組んだ。また、
変革をもたらす３つのコンピテン
シー「新たな価値を創造する力」
「対立やジレンマに対処する力」「責
任ある行動をとる力」を授業や学校
生活の中で取り入れ、カードを表示
しながら今どの育成につながるの
かを児童と共有している。今後は、
児童、教員向けの意識調査を元に
取組を振り返り、授業デザインや３
つのコンピテンシーの活用につい
て改善していく。
②総合的な学習の時間において、
体験活動を通して児童が自分の活
動と社会とを結び付けて考えられる
ように努めた。探究的な活動で、自
らの問いについて調べたり、他者と
協働してまとめたりする時間を確保
した。
③ICTに関する児童アンケートで
は、、「タブレット端末で情報を収集
して、自分の考えをまとめ、発表す
ることができますか。」の項目にお
いて、92%が肯定的に回答してお
り。多くの児童が身についた力に自
信をもっていることが分かった。ま
た、上学年が、学習したことをスラ
イドにまとめ、下学年に発表するこ
取り組みは、ICTの新たな活用方法
やより分かりやすい表現への気付
きを促す機会となっている。来年度
も、学校組織として児童の情報活
用能力を育成できるよう、他学年と
の教え合いの機会を継続して設定
していきたい。
④「イノベーションシート」を活用し、
設定した身に付けたい行動に対し、
毎月振り返りを行っている。また、
年に3回の三者面談で学期の振り
返りを児童自ら保護者に説明をし、
家庭と連携しながら、次の課題につ
なげている。今後は、児童の意識
調査を元に、イノベーションシートの
活用方法を検討していく。
⑤教員一人一人が問題意識をも
ち、問いを明確にした。それぞれの
個人研究を認知心理学グループに
わけ、定期的に集まり情報共有や
相互アドバイスを行うことで組織的
に授業改善を図っている。また、研
究者とのオンライン相談会や研究
実践道場での交流を通して、さらに
深く個人研究のテーマに向き合い、
①ペアやグループ学習を計画的に取り
入れ、外国語教育指導員から学んだ文
や単語をアウトプットする機会を設けて
いる。外国語活動ではゲーム要素を取
り入れ、楽しみながら学習できるようにし
ている。また、外国語校外学習、イング
リッシュウィーク、イングリッシュカフェと
いった行事を実施し、授業外でも英語に
親しむ機会を設けている。今後も継続す
る。

②人権啓発作品を制作するにあたっ
て、自分とは異なる文化や価値観につ
いて作品の表現につながることを指導し

ている。

③総合的な学習の時間や、新教科「お
おたの未来づくり」の時間等において、
国際社会や地域社会の諸問題について
調べることを通して、自分との関連や自
分にできることを考えている。また、分
かったこや考えたことを発表することで
課題と向き合い行動す力の育成を図っ
ている。

④実際には、どの学年も学校支援地域
本部(スクールサポート調布大塚)等と連
携して区内資源を活用した地域学習や
校外学習の充実を図っている。「おおた
の未来づくり」及びその素地づくりの時
間にも区内資源を活用した学習を行っ
ている。実践したことや課題を共有し、
改善しながら、より良いものにしていく。

Ｄ

成果
評価

令和７年度　大田区立調布大塚小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

【保護者評価】
・学校は地域資源を活
用した学習を充実させ
ている。79％
・学校は、地域の力（保
護者以外）を子どもたち
の教育活動に活かして
いる。74％
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Ｂ
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目標に対する成果指標

8

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学びや
科学教育を推進し、課題解決力や新たな
価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、英
語に慣れ親しみながら会話をする機会を増
やし、英語力やコミュニケーション能力の向
上、豊かな国際感覚の育成を図っている。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

4

4

4

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

4

⑤個人の研究テーマに立ち戻りながら授業
改善に取り組むとともに、組織として授業力
向上を目指している。

4

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

④「イノベーション・シート」による定期的な
AAR(見通し・行動・振り返り)と三者面談で
の共有を行っている。

4

4

0

１：
60%
未満



２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

Ｄ
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ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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・外国語教育についてはこれからも授業外等で英語に親しむ
機会を継続して進めて、英語力が向上するように指導していた
だきたい。
・「おおたの未来づくり」は、科目を横断して多面的な学びがで
きることが素晴らしく、時間数もかけているので児童の心にも
残り、非常に良いと思う。
・英語（外国語）を身近に接することで、興味が深まるのでとて
もよい取組だと思います。地域学習、校外学習も「おおたの未
来づくり」に大いに効果的であると思います。
・本校の取組が他校と比べても相対的に地域資源を積極的に
活用していることが保護者に伝わりきっていないのではない
か。しっかり取り組んでいると思うので、保護者の理解を得る
にはどうすればよいか考えていくべきと思う。
・こどもたちが興味をもって楽しく取り組んでいると思います。

・外部講師を招き、他者を理解する心を育んでおり、各教科を
通して指導している。
・多くの児童がきまりを守ったり、元気よく挨拶をすることができ
ていると思う。
・健康は学校の教育だけでは達成できず家庭内の教育、しつ
けも重要となる。また、道徳も家庭のしつけが大事であると思
います。より一層家庭との連携をお願いします。
・学校で気持ちよく挨拶をしてくれます。
・目標がしっかりと達成されていると評価します。
・規則正しい生活習慣や体力づくり、ルールを守ることなどこど
ものうちに身に付けられるように大人がみんなで見守る体制に
協力したいです。

Ｂ

①ペアやグループ学習を計画的に取り
入れ、外国語教育指導員から学んだ文
や単語をアウトプットする機会を設けて
いる。外国語活動ではゲーム要素を取
り入れ、楽しみながら学習できるようにし
ている。また、外国語校外学習、イング
リッシュウィーク、イングリッシュカフェと
いった行事を実施し、授業外でも英語に
親しむ機会を設けている。今後も継続す
る。

②人権啓発作品を制作するにあたっ
て、自分とは異なる文化や価値観につ
いて作品の表現につながることを指導し

ている。

③総合的な学習の時間や、新教科「お
おたの未来づくり」の時間等において、
国際社会や地域社会の諸問題について
調べることを通して、自分との関連や自
分にできることを考えている。また、分
かったこや考えたことを発表することで
課題と向き合い行動す力の育成を図っ
ている。

④実際には、どの学年も学校支援地域
本部(スクールサポート調布大塚)等と連
携して区内資源を活用した地域学習や
校外学習の充実を図っている。「おおた
の未来づくり」及びその素地づくりの時
間にも区内資源を活用した学習を行っ
ている。実践したことや課題を共有し、
改善しながら、より良いものにしていく。

２：
60%
以上

１：
60%
未満

Ａ

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

【保護者評価】
・学校は地域資源を活
用した学習を充実させ
ている。79％
・学校は、地域の力（保
護者以外）を子どもたち
の教育活動に活かして
いる。74％
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以上

0

３：
70%
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4

Ｄ 0

３：
70%
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２：
60%
以上

4

Ｃ

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

4

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

【児童評価】
・学校のきまりを守って
いる。95%
・体を動かすことが好
き。
85%
【保護者評価】
・お子さんは、挨拶や約
束を守る生活習慣を身
に付けている。90%
・お子さんは、早寝早起
き朝ごはんの習慣が身
に付き健康である。
88%

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

⑤学習の振り返りや「予習」「復習」に取り
組むことで、児童が自らの学習改善に生か
せるようにしている。

④学校支援地域本部(スクールサポート調
布大塚)等と連携して区内資源を活用した
地域学習や校外学習の充実を図っている。
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①「特別の教科　道徳」の学
習を積み重ね、道徳心や他
者を理解する心を育んでい
いる。きまりを守るという意識
が育つ中で、その意義を理
解していけるように、各教科
や特別活動などの場面を通
して指導を継続していく。
②習熟度別に応じた内容や
進度で授業を進めることがで
きた。教師の説明を児童が
自分の言葉で説明したり、図
や表を見せながら伝え合う活
動を多く取り入れたりするこ
とで、学習の理解を深めるこ
とができた。
学習支援員によるT2の支援
や放課後補習教室など、個
に応じた学習支援も充実させ
ることができた。
③体育科指導について実技
研修やOKJ研修を実施し、学
習の充実を図っている。生活
指導や保健の学習を通して、
生活習慣や健康について考
える機会を継続して設けてい
く。
④年４回の小中一貫教育で
各教科ごとに目標を設定し、
課題を分析することで、小中
連携して児童の３つの資質・
能力の向上に努めている。
幼保とは連携が不十分なの
が現状としてある。
⑤振り返りを通して、児童が
学習の中で「自分が分かった
ことは何か」「まだ分からない
ことは何か」等、自己の理解
状態を自分で認識できるよう
に努めている。「予習」で分か
らなかったことがどのようにし
て分かるようになったのかを
確かめたり、「復習」で理解し
たことを言語化したりすること
で、自己の学習方法につい

4

4

4

4

4

１：
60%
未満



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。
１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

・先生方は、バランスの取れた授業を行っていると思う。「ペア
学習」や「グループ学習」を取り入れて授業を進めている。
・児童が行った学習成果をせせらぎ館においてビデオ展示す
る等よい取組だと思う。
・「おおたの未来づくり」もそうですが、しっかりとアウトプットす
る時間も多く良い。学習はアウトプットした時に、しっかり脳に
記憶され理解が進むと思うので、今後もバランスよく取り入れ
てほしいと思います。
・先生方が内外問わず多く研修等で学ばれアップデートされた
情報が提供されて頼もしいです。
・先生がこどもたちに飽きさせない工夫を施し、質の高い授業
を行いこれにより先生自身のモチベーション維持につながって
いると思います。
・児童の評価方いのは良いが、残り８％も取り残さないよう進
めてほしい。
・地域連携も含めてしっかりとして取組がなされていると評価し
ます。
・教職員みなさんの努力をいつも感じています。地域も協力し
ます。

①昨年に引き続きOKJ（教えて考えさせ
る授業）による、インプットとアウトプット
のバランスの取れた授業を目指してい
る。「たしかめ」でのペア学習による理解
確認、「チャレンジ」でのグループ学習に
よる協働的な学びによって１時間の授
業をデザインしてきた。隔週のミニ研究
では、授業のことを考える時間も確保し
ている。また、年3回の校内研究授業で
は、２校時～５校時まで授業を参観して
いただき、授業改善を図っている。今後
も、校内授業研究やOJT研修などを通し
てさらなる授業改善を図っていく。

②教職員それぞれが持つ知識や経験
を、生活指導夕会やミニ研、OJTの時間
を活用して相互に学び合いを行ってい
る。新教科「おおたの未来づくり」及びそ
の素地づくりの時間の一環として、せせ
らぎ館・田園調布グリーンコミュニティを
ハブとしたコラボ授業単元開発・見直し
を全学年で行った。コラボ授業実施後は
連携先と必ず振り返りを行い、次年度へ
の改善を図っていく。

③学校行事や週時程の見直し、業務改
善等を行うことで、放課後の教員の時間
を捻出している。教材研究に時間をかけ
たり、児童の情報共有を確保できること
で、教員も心のゆとりをもって児童に接
することができるようにしている。

④「習得」については、自己申告、校内
研究等での構想シートの共有を通して、
教員同士が積極的に意見交換を行う文
化が育ってきた。その結果、今年度異動
してきた教員も含め、深い理解を目的と
した授業デザインについての理解が広
がっている。一方で、「探究」について
は、今年度校内研究で取り上げなかっ
たため、共通理解が十分に深まってい
ない状況にある。来年度は「探究」に焦
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・「いじめ見逃しゼロ」アンケートを実施しているということだっ
たが、学校運営協議会においてアンケート内容の結果等議題
になったことがなかった。現状を知っていくことが運営上、必要
ではないかと思う。
・たてわり班の実施は継続して取り組んでほしい。
・先生方はやる事が多く大変かと思いますが、アンケート実
施、スクールカウンセラーとつながりやすさを継続してもらうこ
とでさらに良い環境になる事を期待します。
・不登校児童の保護者の横のつながりを支援できる場がある
と大変ありがたいです。不登校の理由も様々で難しいとは思い
ますが。
・全員が同じではないという前提に立ち、違いを認めることによ
り差別のない関係が築けるものと思います。
・保護者の横のつながりを持つ機会があるとより環境がよくな
ると思う。
・児童評価、保護者評価が共に高く、学校からの指導や支援
がこどもたちに伝わっていると思います。
・児童それぞれの個性に向き合う工夫がされていると思いま
す。

①特別支援学校のセンター的機能を活
用して、矢口特別支援学校のコーディ
ネーターの巡回相談を行うことで、支
援・指導の方法について検討する時間
を設けた。また、それらを校内の教員に
も共有した。特別支援全般の話や特別
支援教室の概要について校内の教員
に伝える機会を設定した。今後もOJTの
機会にインクルーシブ教育について共

有していきたい。
②「いじめの見逃しゼロ」を掲げ、いじめ
を把握するためのアンケートを年３回実
施し、その内容を教職員間で共有して
いる。把握したいじめについては早急に
対応し、早期解決を図っている。アン
ケート以外で発見したものも含め指導
については、記録を残している。年１
回、安全指導の時間を使って、いじめは
絶対に許されない行為であることを指
導している。全学級で年３回以上いじめ
に関する授業を行っている。長期休業
前には、SOSを出す指導を全校児童に
行い、不安や悩みがある場合は、些細
なことでも身近にいる信頼でいる大人に
相談するよう、指導している。また、１２
月より毎月、いじめを把握するためのア

ンケートを行うこととした。

③④学校だより等でスクールカウ
ンセラーやサポートルームについ
ての発信を増やし、それぞれの内
容や利用方法なども保護者に伝
え、より身近な存在にし、利用しや
すくなるようにした。ほっとルームに
ついて、利用児童の過ごし方の様
子を観察したり、利用児童の特性
を考慮しながら、レイアウト等を変
更していった。
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【児童評価】
・困っているときや悩ん
でいるときに相談する
人がいる。83%
・学校が楽しい。90%
・他学年との関わりを大
切にしている。85%

【保護者評価】
・お子さんは、友好的で
親和的な友達関係を築
いている。95%
・教員にこどもの学習
面や生活面のことを相
談できるような、信頼感
や安心感がある。79%

４：
肯定
的評
価
90%
以上

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す 困難のある児童・

生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒が
自分らしくいきい
きと生きるための
学びを支援しま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

３：
70%
以上

３：
70%
以上

Ａ

２：
60%
以上

【児童評価】
・授業が分かる。92%

【保護者評価】
・教員は、こどもたちに
とって分かりやすい授
業をしている。87%

２：
60%
以上

１：
60%
未満④「習得-探究サイクル」の授業デザインに

より単元（題材）構成を工夫し、探究的な学
びの質の向上を図っている。

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授業
力を向上させま
す。また、質の高
い教育を実現す
るため、学校の
組織的な運営力
を向上します。あ
わせて、教師が
やりがいをもって
働くことができる
魅力的な環境づ
くりを進めます。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

④特別支援教育コーディネーターを要とし
た校内支援体制の充実を図るとともに、
「ほっとルーム」(校内教育支援センター)や
「サポートルーム」等によるこどもの居場所
づくりの運用を進めている。

１：
60%
未満

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人ひ
とりの能力や可能性を最大限に伸ばすこと
を意図した指導や支援を行っている。
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２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

・よくできていると思うが、今後もいろいろな突発事案に対処し
た訓練を継続してほしい。
・引き続き地域と連携して社会科等の深い学びを提供してほし
いと思います。
・学校での防災活動拠点訓練にも、より多くの児童に参加して
もらいたいです。
・自分の命は自分で守ることの大切さを認識していることは素
晴らしい。災害発生時の対処の仕方などは地域防災訓練など
への積極的な参加をぜひ求めます。
・学校防災拠点訓練にもこどもたちがさんかすると良いので
は。災害が起きた時、地域の人たちはどう動くのかを知り、課
題を共有することも大切だと思う。
・更なる取組に期待しています。
・地域と共に取り組めることに引き続き協力したいです。

・学校運営協議会の際、校長、副校長から現在の状況、取組
等の説明があり、おおむね適切である。他校における大きな
事件、事象が発生した際など臨時招集するなど、積極的に意
見聴取して取り組んで実施すると良いと思う。
・ホームページ等での情報発信も頻度が増えてありがたいで
す。来年度の土曜授業も楽しみにしています。
・地域のイベントに積極的に参加することで地域との繋がりや
仕組みを学び、地域全体でこどもたちの安心安全を守ってい
けるシステムになっていると思います。
・盆踊りや餅つきなど地域の行事の場として快く協力していた
だき地域コミュニティの核としての学校を大変ありがたく思いま
す。学校側から地域の事を気にかけ、声をかけていただくこと
もありとても助かっています。こどもたちの健全な成長のため
にも地域の一員としてがんばります。
・広報は常に課題だと思う。保護者が知りたいと思う情報と学
校が発信したいと考える情報のギャップがあるのでは。集まっ
て行う保護者会が減り、保護者の考えを学校が拾う機会が
減っているのでは。
・経営陣の指導力、取組施策を評価しています。
・近年ＰＴＡ活動も細々している中、もっと地域、保護者が学校
と協力してこどもたちをたくさんの手で豊かに育てていきたい
です。

・「いじめ見逃しゼロ」アンケートを実施しているということだっ
たが、学校運営協議会においてアンケート内容の結果等議題
になったことがなかった。現状を知っていくことが運営上、必要
ではないかと思う。
・たてわり班の実施は継続して取り組んでほしい。
・先生方はやる事が多く大変かと思いますが、アンケート実
施、スクールカウンセラーとつながりやすさを継続してもらうこ
とでさらに良い環境になる事を期待します。
・不登校児童の保護者の横のつながりを支援できる場がある
と大変ありがたいです。不登校の理由も様々で難しいとは思い
ますが。
・全員が同じではないという前提に立ち、違いを認めることによ
り差別のない関係が築けるものと思います。
・保護者の横のつながりを持つ機会があるとより環境がよくな
ると思う。
・児童評価、保護者評価が共に高く、学校からの指導や支援
がこどもたちに伝わっていると思います。
・児童それぞれの個性に向き合う工夫がされていると思いま
す。

①特別支援学校のセンター的機能を活
用して、矢口特別支援学校のコーディ
ネーターの巡回相談を行うことで、支
援・指導の方法について検討する時間
を設けた。また、それらを校内の教員に
も共有した。特別支援全般の話や特別
支援教室の概要について校内の教員
に伝える機会を設定した。今後もOJTの
機会にインクルーシブ教育について共

有していきたい。
②「いじめの見逃しゼロ」を掲げ、いじめ
を把握するためのアンケートを年３回実
施し、その内容を教職員間で共有して
いる。把握したいじめについては早急に
対応し、早期解決を図っている。アン
ケート以外で発見したものも含め指導
については、記録を残している。年１
回、安全指導の時間を使って、いじめは
絶対に許されない行為であることを指
導している。全学級で年３回以上いじめ
に関する授業を行っている。長期休業
前には、SOSを出す指導を全校児童に
行い、不安や悩みがある場合は、些細
なことでも身近にいる信頼でいる大人に
相談するよう、指導している。また、１２
月より毎月、いじめを把握するためのア

ンケートを行うこととした。

③④学校だより等でスクールカウ
ンセラーやサポートルームについ
ての発信を増やし、それぞれの内
容や利用方法なども保護者に伝
え、より身近な存在にし、利用しや
すくなるようにした。ほっとルームに
ついて、利用児童の過ごし方の様
子を観察したり、利用児童の特性
を考慮しながら、レイアウト等を変
更していった。

3

Ｂ

④学校ホームページやGoogleclassroomに
よる情報発信の充実を推進している。

①地域の伝統行事や特色ある文化に
触れる学習を年間指導計画に位置付
け、総合的な学習の時間や社会科と関
連させて実施している。地域の方の協
力を得て体験的な学習を増やすととも
に、児童が学んだことを学校内へ発信
する場を設け、学校の特色づくりにつな
げていく。日常の安全指導を継続しな
がら、校舎内外の環境整備を進め、児
童が安心して学習・生活できる場づくり
に努めている。児童自身が安全に対す
る意識を高められるよう、危険箇所の
気付き活動や、学級・委員会での話し
合い活動を取り入れ、安全な学校づくり

に主体的に関わる機会を増やしていく。

②避難訓練と安全指導日を月に１
回実施し、災害についての知識を
付けたり、実際に避難したりするこ
とをくり返している。また、地域の消
防署、警察署、区の防災課の協力
や指導助言を仰ぎながら、体験活

動等も行っている。
③月に１度15分の教員研修を計画
し、企画運営した。2学期には、
ワークショップ型の教員研修を実
施し、タブレットを活用した表現方
法について教員のスキルアップを
図った。また、GIGA通信を発行し、
個別最適な学び・協働的な学びに
効果的な活用方法について発信し
た。デジタル教科書等を用いて視
覚的に分かりやすく情報を伝えるこ
とは全教員できている。一方で、日
常の授業スタイルには改善の余地
がある。目的に応じて、一斉指導
から他者の考えを参照し考えを共
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【児童評価】
・困っているときや悩ん
でいるときに相談する
人がいる。83%
・学校が楽しい。90%
・他学年との関わりを大
切にしている。85%

【保護者評価】
・お子さんは、友好的で
親和的な友達関係を築
いている。95%
・教員にこどもの学習
面や生活面のことを相
談できるような、信頼感
や安心感がある。79%

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向上
させるための教
育を推進します。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す 困難のある児童・

生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒が
自分らしくいきい
きと生きるための
学びを支援しま
す。

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

４：
肯定
的評
価
90%
以上

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。

3
２：
60%
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

Ａ 6

③「ＧＩＧＡ推進チーム」中心に、学校組織全
体で学習用タブレットの効率的・効果的な
活用を推進している。

②避難訓練や安全指導日などを通して、危
険や災害に対する教育を関係機関と連携
しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

④特別支援教育コーディネーターを要とし
た校内支援体制の充実を図るとともに、
「ほっとルーム」(校内教育支援センター)や
「サポートルーム」等によるこどもの居場所
づくりの運用を進めている。

１：
60%
未満

３：
70%
以上
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4

１：
60%
未満

4

4

Ｂ 2

2

【児童評価】
・地域や社会をよりよく
するために何ができる
かを考えている。
82.125%
(イノベーションシートの
内容を意識して、行動
を変えることができてい
る）

【保護者評価】
・学校からの情報発信
は分かりやすい。79%

Ｄ 0

Ｃ 0

4

4

4

4

①コミュニティスクールとして、毎月一回
学校運営協議会を開催している。本校
の取組を委員に説明をし、地域と学校
が、こども一人一人が充実した学びの
実現に向けて連携を図っている。

②児童誘導員やPTA役員の方々の協
力を得ながら、登下校の見守り活動を
行っている。また、1年生は、１・２学期
に、横断歩道の渡り方や歩行の仕方を
登下校する際に注意する点を警察署の
方にお話していただいた。今後も、地域
の協力を得ながら、登下校の見守り活
動等の、児童・生徒の健全育成や安全
指導に係る取組を実施していく。
③学校便りや各学級のclassroomなどを
通して情報発信を行っている。また、地
域資源を活用した学習を展開することに
よって、地域・保護者との関係を深くし、
地域・学校が連携して学校教育を行って
いる。来年度は土曜授業の時間設定を
見直し、学校で学習していることが地
域・保護者により伝わるようにする。
④ホームページについては、GIGA推進
担当が研修を行い、個人で記事を作成
できるようにした。その結果、各学年月
に１回以上の更新ができている。引き続
き、児童の様子を情報発信できるよう声
を掛ける。クラスルームについても、
日々の授業連絡を送り児童が確認する
ことが定着している。今後も継続する。

Ｃ 0

４：
肯定
的評
価
90%
以上

３：
70%
以上

２：
60%
以上
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Ａ

【児童評価】
・自分の命は自分で守
る行動ができている。
98%
・学校や家庭での約束
を守って学習用タブレッ
トを使っている。96%

【保護者評価】
・学校は、事故や問題
発生時に、問題や課題
を解決するために、適
切に対応できている。
59%
・学校は、施設や設備
が安全であり、清潔な
環境維持に努めてい
る。92%
・学校は、学習用タブ
レットを効果的に活用し
て授業を進めている。
85%

Ｄ 0

１：
60%
未満

Ｄ



○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。


